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中東情勢・新地域秩序

安全保障政策のリアリティ・チェック
―新安保法制・ガイドラインと朝鮮半島・中東情勢―



はしがき

本報告書は、当研究所の平成 27年度外務省外交・安全保障調査研究事業（発展型総合
事業）「安全保障政策のリアリティ・チェック―新安保法制・ガイドラインと朝鮮半島・
中東情勢―」プロジェクトにおいて実施した「中東情勢・新地域秩序」研究会の研究成
果をまとめたものです。

日本を取り巻く安全保障環境は複雑さを増しています。中国などの台頭によって世界
規模のパワーバランスに変化が見られる一方、大量破壊兵器やミサイル、サイバー攻撃
能力など軍事技術の急速な発展と拡散、「イスラーム国」（ISIL）に代表される国際テロ
などにより、日本から離れた地域で発生した脅威であっても、日本の安全保障に直接的
な影響を及ぼしかねない事態が生じるようになってきています。

本プロジェクトは、こうした日本を取り巻く安全保障環境の分析と政策の実効性につ
いて研究を進めることを目的として、「安全保障政策研究会（主査：神谷万丈・防衛大学
校教授・当研究所客員研究員）」及び 2つの地域研究会「朝鮮半島情勢の総合分析と日本
の安全保障研究会（主査：小此木政夫・慶應義塾大学名誉教授）」、「中東情勢・新地域秩
序研究会（主査：立山良司・防衛大学校名誉教授）」を立上げ、安保法制の整備及びガイ
ドラインに関する調査・研究並びに朝鮮半島・中東情勢の調査・研究をシナリオ作成と
シミュレーションを通じて有機的に連携させた共同研究を実施して参りました。

「中東情勢・新地域秩序」研究会は、日本の安全保障に大きな影響を及ぼす可能性のあ
る 2つの課題―（1）新しい中東地域秩序の行方、（2）イスラーム過激派の動向と対テロ
対策―の分析を目的とし、日本の安全保障にとって、とりわけエネルギー面において大
きな影響がある中東地域に焦点を当て、今後の政治動向が日本及び世界の安全保障環境
に如何なるインパクトを与えるかを分析してきました。

本報告書に表明されている見解は全て各執筆者のものであり、当研究所の意見を代表
するものではありませんが、本書が「安全保障政策」と「中東情勢」を様々な観点から
研究していく上での意義ある一助となれば幸いです。最後に、本研究に終始積極的に取
り組まれ、本報告書の作成にご尽力をいただいた執筆者各位、その過程でご協力いただ
いた関係各位に対し、改めて深甚なる謝意を表します。
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